
A 達成

B 概ね達成

C やや不十分

D 不十分

番号 評価目標 達成度

・肯定的評価が７５％以上の項目が、生徒では３２項目中２２項目（昨年３２項目中１９項目）、保護者では３１項目中２７項目（昨年３１項目中２５項目）、教職員では３８項目中３６項目（昨年３８項目中３１項目）と生徒・保護者・教職員ともに増加した。生徒・保護者ともに肯定的評価が５０％に満たない項
目はなし（昨年生徒０・保護者１）。
・生徒・保護者・教職員ともに農業教育に対する評価は概ね高い。特に、「農業学習は子どもの将来にとって役立つ」については保護者の肯定的評価が９９．１％であった
・「教育目標は生徒の実態を踏まえ学校の特色に応じている」「生徒・保護者に対する情報の提供と適切な助言」「家庭との連携を密にし問題行動の未然防止に努めている」「地域・保護者との連携」については教職員の肯定的評価が１００％であった。
・「プロジェクト学習等の指導に熱心」と回答する職員が年々減少傾向にある。課題研究やプロジェクト学習の質的向上を図るためにも、山大農学部や農林大学校など高等教育機関との学術連携を積極的に導入する必要がある。
・「自分のＰＴＡ活動への参加」の肯定的評価が５０％を超え、昨年度まで４年連続で低下傾向にあった保護者のＰＴＡ活動への参加意識が多少改善された。

自己評価

農業大学校や山形大学農学部等高等教育機関・研究機関との連携を推進する。 ●☆農業系への進学者は２名であり、例年より希望生徒が少ない状況であった。次年度は、高等教育への進学についての意識高揚に努め、希望実現を目指す指導に力を入れて
いきたい。
●○生徒の高等教育機関との学術連携は不十分であるが、ＪＡや農政課等が主催するＧＡＰ等の講習・研修については、取得に向け積極的に取り組んでいる。
☆課題研究や各科目のプロジェクト学習において、山大農学部や農林大学校との連携を深化させたい。

地域（保育園・小中学校）からの農業体験学習の受入や地域の方を対象とした公
開講座等を通じて、学校理解を推進する。

●☆今年度は農業体験の受け入れや公開講座、交流等の開催がほとんどできなかった。可能な限りではあったが、地域の小学校へ出向いての植え付け・収穫体験、
玉川農場で藤島社会福祉協議会と農福連携事業などを行った。今後の社会情勢と関係するが、来年度以降学校理解を推進するためにも地域交流を一昨年度以上の機
会を作れるよう努めたい。

地域からの要請をふまえ、催し等への参加・出店をとおし、学習内容のＰＲを図
る。

○☆今年度、春先の野菜苗販売中止や庄農祭一般公開中止等で、農産物の提供について地域の方からたくさんの相談連絡をいただくなど改めて地域から期待されて
いると感じた。その期待に応えるため、来年度以降も高品質の安心安全な生産物をより多く地域に提供でき、学校のＰＲができるよう取り組んでいきたい。

4

農業高校とし
て地域に開か
れた学校づく
りに努める。

学校ホームページの随時更新や学校通信により積極的な情報発信をし、志願者増
につなげる。

Ｂ

○今年も校長を中心に学校通信による情報発信が行われた。学校ＨＰは『庄農日誌』を中心に随時更新が行われた他、Facebookを使った学校情報の発信・拡散にも
取り組んだ。
☆現在はInstagramによる更なる情報拡散に取り組んでいる。今後の入学者選抜においての志願者増に繋がることを期待したい。

○☆ヒスカ植栽の協力や福祉連携の農園活動、庄農うどんの活
躍など地域に認められていると感じる。学校をあげた取り組み
等があればさらに評価が上がると思う。

○☆山形大学でやっているスマートテロワールと今以上に連携
し、地元で生産し地元で消費していく教育活動をより積極的に
実施したらどうか。

○☆ＧＡＰ取得の指導員をしているが、素晴らしいライスセン
ターでありＧＡＰの審査に通ると思っている。欲を言えば、内
部の施設・設備をもう少し整備できないものか。

☆生徒が育てた草花を使って、生徒自身が地域の人を対象とし
た寄せ植え教室なども実施してほしい。

地域（鶴岡市藤島庁舎、協議会、ＪＡ等）と連携し、地域美化活動や６次産業化
を見据え加工食品の商品開発に向け取り組んでいく。

○●加工部門・農業部等で、庄農うどん大作戦での藤島地域のイベントに昨年に引き続き参加した。また、加茂水産高校と高高連携を図り、プロジェクト学習に取り組んだ。加工学
習や商品開発を通して６次産業化に対応できる人材育成と商品開発に取り組んでおり、その都度研修等を重ね、生徒の学習意欲も向上している。今年度は、地域イベントや行事
等がほぼ中止となり地域と連携する機会も少ない状況であった。

○様々な制約の中で苦労されている状況が伺える。１月中に全
員の進路決定がされており充分評価できる。

●☆卒業後に農業に従事する生徒が少ないので、就農により結
びつく指導をお願いしたい。

○各学年に応じた計画的な進路指導を行っている。

○生徒の親として、３年生全員の進路が決定したことに感謝し
ている。

☆これからは農業だけではなく、様々な産業分野でドローンが
活用される割合が高くなるので、地域の方々とともにドローン
の資格取得を積極的に進めてもらいたい。

○山形新聞の若者の声に掲載された生徒の文章を読んで、農業
高校で学んだことがしっかり身について将来への夢へと広がっ
ていることが素晴らしいと思った。

「進路だより」の発行等をとおし、生徒へ進路情報を積極的に提供し、進路意識
の高揚を図るとともに、保護者に対しても適時での情報提供に努める。

○●「進路だより」の適時発行を行い、情報の発信に努めたが、コロナの影響もあり発行時期が遅れてしまった。
☆より情報取得に役立つ「進路だより」の内容やスタイルを検討していく必要がある。

教科と連携のもと、各種資格取得を推進するとともに、合格率アップに向け指導
改善に努める。

●☆今年度の各種資格取得関係は、講習会や試験日の中止や延期等が多くあり、チャレンジする機会も例年より少なくなり、資格取得については消極的な傾向が見
られた。来年度の日程等を確認し、生徒にできるだけ早く情報を発信するなどして、資格取得への意欲を引き出し、合格率が上がる取り組みを行っていきたい。検
定等の結果は下記の通り。
食品衛生責任者（６名）　農業技術検定３級（１４名）　ワープロ検定準２級（４名）・３級（２５名）
情報処理技能検定２級（２名）・準２級（２名）　アーク溶接（９名）　ガス溶接（５名）　危険物丙種（１名）

進路指導課と農業課の連携を図り、農業関連機関での研修や自営の進路指導及び
農業関連企業の進路開拓に積極的に取り組む。

○中長期インターンシップは３学年１名が参加した（コロナの影響で前半のみ）。農業関連校への進学者は２名（農林大学校、園芸系専門学校）。農業関連企業・
食品関連企業へも８名ほど就職した。自営（農業）の生徒１名。
●県農林水産部農業経営・担い手支援課とも連携しながら、農業法人就職希望者が増える取り組みはしているが、なかなか増える状況には至っていないのが現状で
ある。
☆引き続き、農業関連企業に対しての学内企業説明会への参加や、生徒に対しての中長期インターンシップへの参加を呼びかける。

関係機関との密接な連携のもと、講習会や添削指導を実施し、就職進学ともに、
卒業予定者１００％の進路先内定率を目指す。

○就職・進学ともに早い段階で志望先を決定していた生徒が多かったこと、関係機関と連携を取れたこと、添削指導等の個別指導に力を入れられたこともあり、１
月中旬に全員の進路先が決定した。学年で面接ノートや面接練習記録表を作らせ、積極的に取り組むように指導したが、個人差があった。
☆オンライン面接やオンライン学校説明会への支援。

2

基本的生活習
慣を確立し、
部活動の活性
化を図り、元
気ある学校を
目指す。

学年・学科と連携した定期的な服装頭髪指導や全校集会等での指導をとおして、
ＳＮＳのマナー等を含め、規範意識の向上を図り、問題行動の未然防止に努め
る。

Ｃ

〇全校･学年集会や服装頭髪指導等を通して、一部守れない生徒はいるが、規律を守り生活する生徒の意識はおおむね高くなっている傾向にある。年度当初の臨時休
校により、初期指導がしにくい状況であったが、学年団と協力した指導もあり、問題行動は例年より少なかった。
●問題行動で指導するケースは例年より減少したが、その中でも１年生が多い状況であった。飲酒、線路内への侵入、自転車窃盗など軽率な行動から問題行動につ
ながるケースがほとんどであり、飲酒、線路への侵入はＳＮＳ上に自ら投稿し発覚している。
☆ＳＮＳの使用については全校集会や学年集会を通して定期的に呼びかけを行う必要がある。

3
生徒全員の進
路希望実現を
目指す。

各学年２～３回の個人面談期間、総合的な探究の時間等をとおして進路意識の醸
成を図り、キャリアノートを活用し計画的に継続した指導を行う。

Ｂ

○休校措置の影響で春の個人面談ができなかったが、全員との個人面談や必要に応じての面談を実施、進路希望調査も計画通り実施できた。１学期に開催予定の進
路行事も、秋以降にずらしできる限り実施し、学年と連携しながら進路意識を高めることができた。様々な機会に外部団体の協力も得ることができた。
●生徒一人ひとりがせっかくの機会をどの程度自分の進路に結びつけて考えられたか、十分には把握できなかった。
☆キャリアノートの再度の見直しと活用。様々な活動によって学んだことや成果、今後の目標等をしっかり記録させる。

☆生活面での指導は、引き続き努力いただきたい。

○地域連携事業である庄農うどん大作戦は、生徒による店舗活
動を実践するなど充実したものとなり、市や地域により大きな
インパクトとなった。さらなる充実に向け庁舎も協力したい。

○☆庄農うどん部の活動が庄農の顔となっている。庄農うどん
だけではなく、庄農の顔となりうる他の活動も行ってほしい。

☆部活動については、他校との合同練習等で生徒のモチベー
ションを上げる工夫も必要と思う。

○コロナの影響により、庄農祭の一般公開が中止となったのは
残念であった。庄農祭では、農産物や加工品販売、地域福祉団
体と協働制作した巨大絵の展示などがあり、地域の関心の高ま
りから多くの方が訪れている。庄農祭の開催について、地域内
外へのさらなる周知をお願いする。

立哨指導（朝の挨拶運動、夕方の駅指導）、自転車点検、委員会活動、地域との
連携等をとおして、登下校のマナー向上と交通事故防止に務める。

〇朝の挨拶指導や放課後の駅指導等の効果もあり、藤島駅をはじめ地域からの苦情等が来ることはなかった。また、今年度はコロナ感染拡大防止のためマナーアッ
プ運動は１０月の１回しかできなかったが、総務課との連携やＰＴＡの立哨指導、挨拶運動の効果も出ており、交通ルールやマナー、挨拶等への意識は向上してい
る。
●今年度は登校中に自転車で車から接触される交通事故が２件起きている。２件とも車の不注意による事故ではあるが、巻き込まれる確率を高めないためにも、交
通ルールの順守を呼びかけたい。
☆歩きながら、自転車に乗りながらのスマートフォン、イヤホン等へ注意喚起を行う。

外部コーチを委嘱するなどして、各部活動の活発化・強化を図るとともに、昨年
度の課題等を整理し、円滑な活動ができるよう検討する。

〇運動部・文化部・農業部ともそれぞれ特色ある活動を行っている。新型コロナウイルスの影響で各種大会が中止になることも多い中、意欲的に活動する生徒も多
かった。農業部の加工班「通称うどん部」では、昨年に引き続き庄農うどん大作戦など有意義な活動が目立った。
●その反面、普段の活動意欲が下がっている生徒がいるのも現状としてある。全員加入が原則となっているが、未加入者や退部したあと未所属になる生徒が多くい
るように感じられる。アンケート等を実施して、新しい部活への加入など、今後の方向性を考えていきたい。
☆部活動運営委員会を実施し、部員が少ない部についての展望や顧問の兼任などについて検討したい。

委員会活動の充実と生徒が育つ学校行事（駅伝大会、庄農祭、スポーツ大会等）
となるよう指導する。

〇駅伝大会は、新型コロナウイルスの影響で残念ながら開催することができなかったが、庄農祭では規模縮小ながらも収穫感謝祭と合同で行うことができた。制約
が多い中ではあったが、実行委員会や巨大絵実行委員を中心として、生徒が主体的に企画運営を行うことができた。スポーツ大会では、体育委員を中心として、例
年とは競技を変更し、感染対策を行いながらの開催だった。１人２種目にしたことで、全員が競技に参加する時間を多くとることができた。
☆コロナ禍で学校行事にも様々な制約があるが、状況に応じて内容を検討していきたい。

○休校やコロナ禍により思うように事業ができなかった中、成
果を出しており評価できる。次年度も対外的な活躍等期待した
い。

☆新型コロナウイルス感染拡大の影響で農業クラブ関係の全国
大会が中止になったのは残念であったが、農福連携や花咲かせ
隊などの活動を学校のＰＲ活動に生かしてほしい。基本的なこ
とは、庄農への入学生を増やすことが、農業従事者の増加につ
ながるのではないか。

☆他校では年１回、課題研究の成果等のまとめの発表会を荘銀
タクトを会場として発表している。学校の存在を地域にアピー
ルする方法として効果が大きいと思うので、庄農でも取り組ん
でみてはどうか。

各学年と連携し、学業不振者・出席不良者等への早期の対応を図る。 ○学業不振者に対する定期テスト対策を学年団を中心として行った。
●初期につまずく生徒が少なくないので、学習指導を含めた生活全般の指導について、全職員による協力体制を作る必要がある。

３年間を見通した計画に基づき、各学年で「総合的な探究の時間」を効果的に実
施し、キャリア教育の充実を図る。

○総合的な探究の時間はコロナ禍のため計画を変更しての実施となったが、生徒の進路意識を高めるなどの成果をあげた。
●さらに分掌間で連携して生徒が主体的に取り組める内容を検討する。

プロジェクト学習の一層の充実と農業クラブ活動の活発化を図り、農業クラブの
県大会最優秀、上位大会入賞を目指す。

○今年度の農業クラブ活動では、コロナ感染症の影響で全国大会や東北大会が中止となった。県内の大会等でも意見発表や測量、情報処理競技会の中止や各種活動も自粛と
なり、１２月のプロジェクト発表会のみ対策を立てながらの開催となった。本校では３グループ出場し、優秀賞を獲得した。色々な活動自粛や大会が中止となった中、生徒と共に指
導教員も少ない大会機会を大切にした成果だと感じる。
○校内大会では、意見発表・プロジェクト発表・農業鑑定（筆記）を開催し、１・２年生の活躍も見られた。来年度県大会等の開催は検討中であるが、各種大会で活躍できるよう取り
組んでいきたい。
☆課題研究等のプロジェクト学習については、教師と生徒が一体となって、さらに地域と連携しながら、地域農業の課題解決型学習に発展させていきたい。

自己評価 学校関係者評価

具体的方策と指標・基準等 成果(○)と課題(●) 、次年度に向けた改善策(☆) 意見・要望・評価等

1

指導法・指導
内容の改善充
実に努め、学
力の定着を図
る。

授業時間の確保のもと、わかる授業の推進、全学年での「朝学習」実施により基
礎学力の向上と定着を図る。

Ｃ

○生徒の適性・能力に応じ授業を展開した。今後も個別指導の必要な生徒に対してＴＴ等で支援していく。朝学習では生徒の気持ちを落ち着かせて授業に入る雰囲
気を作っている。
●意欲や理解度の生徒差が大きく、基礎学力の定着が十分であるとは言えない。基礎学力向上のための効果的な教材や実施方法、評価方法を検討する。

令和２年度　学校評価書　（自己評価・学校関係者評価） 山形県立庄内農業高等学校

学校教育目標 １　知性と感性を磨き、健康な身体と健全な精神を身につけた自立した人間を育てる。
２　自主性と創造性を培い、自己探求と自己実現に向けた実践力のある人間を育てる。

達

成

度

めざす生徒像
３　「農」の学習をとおして「いのち」と環境の大切さを学び、心豊かな人間を育てる。
４　地域社会との「かかわり」をとおして、社会の発展に貢献できる人間を育てる。

具体的目標
重点目標

１　学科の特色を活かした農業教育の実践と主体的な学習態度の育成
２　豊かな感性と表現活動の充実推進と部活動の活性化
３　社会性を育む生徒指導と安全指導の充実・徹底
４　特色ある学校づくりの推進と地域連携の強化
５　適正で効率的な学校運営


